
蕨駅 公共公益施設 整備計画
■ 公共公益施設の基本コンセプト                             ■ 各施設のコンセプト・機能

整 備 
コンセプト

そこにいることが、心地よい豊かな“とき”（瞬間）であると

ともに、そこでの学び・出会い・体験が“とき”（人生）を豊かに

します。また、家でも学校や職場でもないサードプレイスとして

市民がほっとできる場を創ります。さらに、駅直結の高い利便性

によって、おおぜいの人に利用され、市民の豊かな時間をつくり、

中心市街地のにぎわいにもつながっていきます。

「豊かなときを創る ほっとプレイス」 ○ 図書館 
・多様で充実した閲覧・学習ゾーン

・エントランスに配置するカフェとの連携によるにぎわいの創出 

・フレキシビリティの高い運用が可能な集会室の整備 

・ユニバーサルデザインに配慮した施設整備

○ 行政センター 
・駅直結の便利な市役所窓口（各種証明書の発行や住民異動に伴う手

続き等）の整備 

行政センター エントランスロビー 整備イメージ

総合カウンター 一般開書、閲覧・学習エリア 子どもエリア 

図 書 館 



※ 行政センター及び共用部（エントランスロビー等）を含む
　 公共公益施設全体の面積は、約2,230㎡

（JR蕨駅）
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